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加藤伊陽子 (山梨大 ･医工学合 ･医 ･微生物)
対応者 :平井啓久
HERWKの転写機構での進化的変化を調べるため
にヒトHERV-KのLTRに関して分子生物学的な解析を
実施するとともに,アカゲザル組織での転写レベルを解
析し,次の結果を得た.
(I)ヒトHERV-KLTRにはTATAboxを伴う主な転
写開始点(Inr)がある.(2)LTRの3'末端でも2つのInrが
機能し,アカゲザル,チンパンジー,ヒトで年代順の配
列パターンが検出される.(3)MITF(microphthalmia
transcriptionfactor)が校数のMITF結合配列を介して,転
写調節する.(4)アカゲザルの組織でのMITFとHERV-K
の発現は相関する.
これら結果はゲノムのHERVKの保存･変遷やメラ
ノーマでの高発現の理解に重要である.
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